
私は教養に乏しい単純な数学者で,数学とは何かとい

う古来の難問については何も分らないし, またそれを論

じる資格もないが, しかし数学を研究して生活している

以上,数学についての惑想というょうなものは勿論もっ

ている。これについて且つて「数学のすすめ」に書いた

ことがある。この感想が最近次第にエスカレートして,

遂に「数学は森羅万象の根底をなしている」という妄想

に発展した。

数学は 自然科学に実に不思議なほど役に立つ。 しか
も,多 くの場合,自然科学の理論に必要な数学はその理

論が発見されるはるか以前に予じめ数学者によって準備

されている。そのよい例は Einsteinの一般相対論にお

ける Riemann空間である。しかも Riёmannは ,「時

空は認識の先験的形式である」というような戯言が信じ

られていた時代に,われわれの住んでいる空間が果して

Euclid空間であるか曲率をもった Riemann空間であ

るかは経験的事実によらなければ分らない, と言って一

般相対論を予言したのである。

数学がこのように自然科学の役に立つのは何故か?

勿論数学は自然科学を記述する言葉であると言って片付

けてしまえばそれまでである。たとえば一般相対論にお

ける Riemann空間の役割は一種の言葉であると言える

かも知れない (私はそうは思わないが一一単なる言葉に

予言する力があるとは考えられない)。 しかし量子力学
においては数学が全く神秘的魔法的な役害1を演じるので

あっ■ 至」底単なる言葉とは考えられない。例えば量子

力学で基本的な重ね合わせの原理は,粒子の状態の重ね

合せの物理的意味がよく分っていてそれを状態を表わす

波動函数の一次結合という演算で表現したのではなく,

波動函数の一次結合が状態の重ね合せを表わすことを公

理として認め,数学の演算によって重ね合せの意味を確

定したものである。Feynmanが言うょうに,重ね合せ
の原理をこれ以上説明することは出来ないのであろう。

量子力学は数学の不思議な魔力に基いているとしか考え

られない。ゆえに私は物理現象の背後に数学的現象なる

ものが実在していると思うのである。
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さらに不可思議なのは確率論である。周知のように,

確率論は出たらめに起こる現象もある数学の法則に従う

ことを示す。しかもわれわれは現象が出たらめか否かを

それが確率の法則に従っているか否かによって半」定する

のである。量子論によれば自然現象は微視的に見ればす

べて確率的であるという。森羅万象の根底に数学的現象

が厳然として実在していると考える所以である。

数学者は,た とえば物理学者が物理的現象を研究して

いると同じ意味で, 数学的現象を研究しているのであ

る。数学を理解するということは, その数学的現象を

“見"る ことである。“見る"と いうのは勿論日で見るの

とは異なるが,ある種の感覚によって知覚することであ

る。私は且つてこの感覚を数覚と名付けたことがある。

数覚は,一寸説明し難いけれども,論理的推理能力とは

異なる純粋な感覚であって,数覚の鋭さは,たとえば聴

覚の鋭さと同様に,いわゆる頭の好し悪しとは関係がな

い。一般に数学は緻密な論理によって構成された論理的

な学問であると思われているが,私は数学は高度に感覚
的な学問であると思う。数学を理解するには数覚によっ

てその数学的現象を感覚的に把握しなければならないの

であって,論理だけではどうにもならないのである。数

覚のない人に数学が分らないのは盲に絵画が分らないの

と同様である。このことは数学の出来ない子供の家庭教

師をして見ればすぐに分る。こちらには日の前に見えて

いる現象が子供にはどうしても見えないので説明に苦し

むのである。しかもその子供が社会問題,等について堂

々たる議論を展開するので唖然とするのである。普通の

論理は誰にでも分るのであるから,数学が論理に帰着さ

れるものならば,数学も誰にでも分る筈である。ところ

が,中学校,高等学校で数学の分らない生徒が少くない

ことは周知の事実である。教授会,委員会,等において

数学者が一般に議論に弱いこともまた周知の事実であ

る。私は,論理は数学を記述するための文法の様々なも

のであって,数学は論理とは本質的に異なる感覚的な学

問であると思う。数学者は定理を証明するとき主として

数覚を用いていることを自覚しないから論理的に厳密に

想妄の者学数
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